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《
手
続
き
》

　

申
請
書
に
記
入
、押
印
し
、必
要
書
類
な
ど
を

添
え
て
受
付
場
所
へ
提
出
す
る
か
、保
健
課（
湊

１
８
４
７
番
地
１
）宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。受

付
後
、受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。（
郵
送
の
場

合
は
、健
康
保
険
証
と
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
）

《
持
参
物
》

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
登
録
申
請
書
、印

鑑
、対
象
者
の
健
康
保
険
証（
写
し
で
も
可
）

振
込
先
の
金
融
機
関
の
通
帳

《
受
付
場
所
》

市
役
所（
保
健
課
、市
民
課
）

　

が
、引
き
続
き
５
月
29
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

（
再
発
行
も
可
）

（
持
参
物
：
印
鑑
、免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
、車
検
証
な
ど
車
両
の
標
識
が
確
認

で
き
る
も
の
）

そ
の
他
お
知
ら
せ

▽
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
従
来
ど
お
り
４
月

１
日
で
す
。毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ

　

て
い
る
軽
自
動
車
の
所
有
者
に
対
し
て
軽
自
動

車
税
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

（
三
輪
以
上
に
つ
い
て
、税
額
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
す
。）

▽
今
年
の
納
税
通
知
書
の
発
送
は
５
月
上
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。納
税
通
知
書
の
発
送
後

　

に
身
体
障
が
い
者
の
減
免
申
請
を
受
付
し

ま
す
。

【
問
合
先
】総
務
部
税
務
課　

℡
26-

１
２
１
６

※
受
給
者
証
が
届
い
て
い
な
い
期
間
は
、市
内
の

　

医
療
機
関
で
あ
っ
て
も
医
療
費
を
立
て
替
え
、

　

受
診
し
た
病
院
で「
医
療
費
支
給
申
請
書
」に

　

証
明
を
受
け
て
市
役
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、登
録
し
た
口
座
に
医
療
費
を
振
り
込
み

　

ま
す
。

子
ど
も
の
通
院
費
用
助
成

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　　　　　　　　　５月１日まで 
大内窓口 　　　
教育委員会  
　学校教育課        大内支所 
　生涯学習課  
　教育支援センター  

　　　　　　　　　５月7日から 
大内窓口 　
教育委員会  
　学校教育課   
　生涯学習課  
　教育支援センター  

ＮＴＴ三本松ビル

本庁舎
北棟２階

（
納
期
限
が
土・日
曜
日
、祝
日
の
時
は
、そ
の
翌
平

日
が
納
期
限
と
な
り
、今
年
度
は
６
月
１
日
で
す
。）

▽
現
在
お
持
ち
の
継
続
検
査
用
納
税
証
明
書
は
、

　

有
効
期
限
が
27
年
４
月
28
日
に
な
って
い
ま
す

　

区　　分 27年度

ミニカー（50cc以下）

その他

（車種区分及び税額）

51cc～90cc原動機付
自転車

50cc以下 1,000

1,200

1,600

2,500

2,400

4,000

1,600

4,700

3,100

5,500

7,200

3,000

4,000

3,900

6,900

10,800

3,800

5,000

91cc～125cc

二輪の小型自動車（250cc超）

小型特殊
自動車

農耕作業用

※26年度と同額。 
　28年度から増額となる
　予定。

軽自動車二輪（126cc～250cc）

※4月1日新規登録の車両のうち、
エコカー減税対象車（所定の燃費
基準を達成した車）については28
年度に減額となる予定。

区　分
27年３月31日まで
に新規登録した車
両（現行税額）

27年４月１日に
新規登録した車両
（新税額）

三輪

乗用

貨物

27
年
度
か
ら
軽
自
動
車

税
の
納
期
限
が
変
わ
り

ま
し
た

27年度軽自動車税の税額27年度軽自動車税の税額

四
輪
以
上

営業用

自家用

営業用

自家用

納　

期　

限

 

変
更
前…

４
月
30
日 

  

変
更
後…

５
月
31
日

大
内
支
所
が
移
転

５
月
７
日
か
ら

　

老
朽
化
し
た
大
内
支
所
を
取
り
壊
す
た
め
、

５
月
７
日
か
ら
大
内
窓
口
と
教
育
委
員
会
が

移
転
し
ま
す
。

 

　
　
　
　
　
　

【
問
合
先
】総
務
部
総
務
課　

℡
26-

１
２
１
４

【
問
合
先
】市
民
部
保
健
課　

℡
26-

１
２
２
９

支
所（
大
内
、引
田
）

出
張
所（
福
栄
、五
名
）

◆◆◆

◆◆◆◆◆

  　

今
ま
で
の
入
院
費
助
成
に
加
え
、小
学
生
か

ら
中
学
生
の
通
院
で
の
医
療
費（
保
険
適
用
部
分
）

の
助
成
制
度
が
４
月
診
療
分
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

◎
助
成
を
受
け
る
に
は
、事
前
の
登
録
が

　

必
要
で
す
。

　

登
録
申
請
書
は
、本
人
宛
に
郵
送
。

 　
（
３
月
末
に
発
送
予
定
）

　

申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
す
れ
ば
、

登
録
で
き
ま
す
。書
類
が
届
か
な
い
場
合
や
紛

失
し
た
場
合
は
、保
健
課
ま
で
、ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

《
対
象
者
》

　

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、い
ず
れ
か
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
小
学
１
年
〜
中
学
３
年
生
。
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県
で
は
、障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を
よ

り
一
層
支
援
し
て
い
く
た
め
、26
年
か
ら
、一
定

の
要
件
を
満
た
す
障
が
い
者
の
日
常
生
活（
買

物
、交
流
活
動
等
）の
た
め
に
、家
族
の
人
が
週

１
回
程
度
、障
が
い
者
と
同
乗
し
て
自
動
車
を
運

転
す
る
場
合
も
申
請
に
よ
り
自
動
車
税・自
動

車
取
得
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

27
年
度
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
、４
月
１

日
か
ら
５
月
27
日（
土
、日
、祝
日
を
除
く
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
）ま
で
、県
税
事
務
所 

自
動
車

税
課（
高
松
市
松
島
町
）で
受
け
付
け
し
ま
す
が
、

１２月

市　税　納　期　限　月　別　一　覧　表

納期限
６月 ６月 ７月 ８月 ９月 １１月１１月 ２月 ２月 毎月

10日

申告対象
期間の翌
日から２
カ月以内１日 ２日 ３０日２５日

申告区分

３１日 ３１日 ３０日 １日

２

３０日

税
　
　
目

期　別 全 １ １ ３

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

市
・
県
民
税

固
定
資
産
税

毎月

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

４２ ２ ３ ３１

国
民
健
康
保
険
税

市
・
県
民
税

特
別
徴
収

法
人
市
民
税

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

２９日

４ ４

(         )

◆
前
納
報
奨
金

　

固
定
資
産
税
は
、第
１
納
期
限
ま
で
に
全
期
前

納
す
る
と
報
奨
金
が
つ
き
ま
す
。交
付
率
は
月

0.5
％
（
27
年
度
は
第
２
期
の
税
額
の
7.5
％
）で

す
。
な
お
、
交
付
金
額
の
上
限
は
５
万
円
で

す
。

 

次
の
と
お
り
臨
時
に
出
張
し
て
受
け
付
け
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
８
日（
水
）９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　

15
日（
水
）９
時
〜
16
時

　
　
　

５
月
13
日（
水
）９
時
〜
16
時

場
所　

東
讃
県
民
セ
ン
タ
ー（
県
大
川
合
同
庁

舎
内

：

さ
ぬ
き
市
津
田
町
津
田
９
３
０-

２
）

※

原
則
と
し
て
自
動
車
の
所
有
名
義
が
３
月
末

日
で
身
体
障
が
い
者
本
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。詳
し
い
要
件
は
、事
前
に「
県
税

事
務
所 

自
動
車
税
課
」ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
先
】　

県
税
事
務
所 

自
動
車
税
課

　
　
　
　
　
　

℡
０
８
７-

８
０
６-

０
３
１
４

　
○軽自動車（二輪）
　（総排気量126cc～250cc）
○二輪の小型自動車（250cc超）
   の届出

四国運輸局香川運輸支局
住所：高松市鬼無町字佐藤20
　　　番地１
TEL：050-5540-2075

○原動機付自転車（125cc以下）
○ミニカー（50cc以下）
○小型特殊自動車（農耕作業用・
   その他）の届出及び上記税額
   すべての問合せ

※広報2月号と一緒に配布しました納税おおかわ121号で掲載の
　27年度軽自動車税の税額は、税制改正前の金額です。今回の
　広報で示した金額で、納付書を発送します。

市税務課
住所：湊1847番地１

（車種別届出・問合先）

○軽自動車（三輪・四輪以上）の
　届出

軽自動車検査協会香川主管
事務所

住所：高松市国分寺町福家甲
　　　1258番地18
TEL：050-3816-3122

TEL：26-1216

身
体・精
神・知
的
障
が
い
者

の
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得

税
の
減
免
に
つ
い
て

  

固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、常
時
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
27
年
度
の
課
税
台
帳
は
４
月
１
日
か
ら
）

自
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
は
、５
月
上
旬

に
発
送
の
納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る「
課

税
明
細
書
」で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※

課
税
明
細
書
に
は
課
税
物
件
の
み
掲
載

【
閲
覧
で
き
る
人
】納
税
義
務
者
本
人
、委
任
状

を
持
参
の
人
や
借
地・借
家
人
な
ど

【
閲
覧
場
所
】税
務
課
ま
た
は
各
支
所（
引
田・

大
内
）

 

え
つ
ら
ん

じ
ゅ
う
ら
ん

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

土
地・家
屋
価
格
な
ど
縦
覧

　
　
　

４
月
か
ら
２
カ
月

　

市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納
税
者
は
、

縦
覧
帳
簿
で
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

（
評
価
額
）を
比
較
で
き
ま
す
。ま
た
、26
年
中
に

新・増
築
し
た
家
屋
の
価
格
も
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
価
格
に
不
服
の
あ
る
と
き
は
、４
月
１
日

か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日

ま
で
に
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査

の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。な
お
、期
間
を
過
ぎ
る

と
申
し
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
で
き
る
人
】納
税
者
の
み

【
縦
覧
期
間
】４
月
１
日（
水
）〜
６
月
１
日（
月
）

８
時
30
分
〜
17
時
ま
で（
土・日
、祝
日
は
除
く
。）

【
縦
覧
場
所
】税
務
課
ま
た
は
各
支
所（
引
田・

大
内
）

【
問
合
先
】　

総
務
部
税
務
課　

℡
２６-

１
２
１
６

　

◆◆◆◆

◆◆◆ ◆◆◆
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問合先　市民部保健課　健康づくりグループ　℡26-1229

問合先　市民部保健課　地域包括グループ　℡26-1261

　アパート、マンションなどの集合住宅に住んでいる
人は、住民票に方書の記載が必要です。方書とは、
集合住宅の建物名や居室番号を記載することで、
法律などで住民票への記載が定められています。
　住民票に方書記載のない人は、市民課または最
寄の支所で手続きをお願いします。なお、公的個人
認証サービスを利用する人は、この手続きによって
電子証明書が失効することはありません。
　また、アパートなどを経営する人は、引き続き所有
物件の登録にご協力ください。
　【記載例】　　
現　行　東かがわ市 ○○○番地

変更後　東かがわ市 ○○○番地 △△アパート□□号

＜麻しんについて＞
　　麻しんは感染力が強い感染症です。
　主症状は、発熱、せき、鼻汁、めやに、
　発疹を伴い、最初の３～４日間は38℃
　前後の発熱。再び39～40℃の高熱と
　発疹がでます。

＜風しんについて＞
　　潜伏期間は２～３週間で、発疹、発熱、
　リンパ節の腫れが主な症状です。妊娠
　初期に感染すると高い確率で先天性風
　しん症候群を発症すると言われています。

【手続きできる人】    
●世帯主または同一世帯の世帯員※
●代理人（世帯主または同一世帯員※から委任を受けた人）
※世帯員は世帯主の承諾が必要です。

【手続きに必要な物】
●本人確認書類（運転免許証、官公署発行の身分証明書、保険証など）
●写真付住民基本台帳カード・在留カード・特別永住者証明書（取得者のみ）
●みとめ印
●委任状（代理人が申請するとき）

【方書が表記される証明書】
　●住民票の写し、住民票記載事項証明
　●印鑑登録証明書
　●戸籍の附票の写し
　●写真付住民基本台帳カード・在留カード（取得者のみ）

【問合先】市民部市民課　℡２６－１１１１　
　　　　　　引田窓口　℡３３－２５００
　　　　　　大内窓口　℡２５－２１１１

詳しい記載にご協力を
　住民票には方書表記

■麻しん・風しん混合ワクチン接種対象年齢・接種時期

■水痘ワクチン接種対象年齢・接種時期

 　　　　接種可能年齢 　　　　　　接種回数 　通知時期

第１期　１歳以上２歳未満 　　　　　　　　　　　１回　

第２期　小学校就学前１年間（４月１日～３月31日まで）

　　　　
（27年度対象：21年4月2日から22年4月1日生） 　　　　　１回　

＜水痘について＞
　　潜伏期間は通常13～17日です。主な症状は、軽度の発熱と発疹でかゆみを
　伴い、水泡、膿（うみ）をもつような（膿泡）を経て、かさぶたになり治癒します。

生後11カ月になる月末

小学校入学前年の４月

 　　

　　　接種可能年齢 　　　　　  接種回数 　　　　　      通知時期

１歳以上３歳未満
（３歳の誕生日の前日まで）

２回
３カ月以上の間隔をおいて
２回接種

予防接種綴りに同封しています。
　※すでに対象となっている人には
   　26年10月に個別でお知らせし
   　ています。
　※すでに案内が届いていても3歳
　　の誕生日以降は定期接種対象
　　外です。

～麻しん（はしか）、風しん、水痘の予防～

高齢者の権利を守ろう ～防ごう虐待～

〇こんな場合に高齢者虐待が起こりやすくなります
　高齢者に認知症がある。
　介護の負担をひとりで抱えている。
   経済的に困窮している。
　近所付き合いがない。
   介護者に疾病や障害がある。

〇こんなことは高齢者虐待にあたります
　暴力を加える→身体的虐待
　世話をしない→介護・世話の放棄、放任
　精神的な苦痛を与える→心理的虐待
　性的な行為を強要する→性的虐待
　金銭や財産を勝手に使う→経済的虐待

〇虐待を防ぐために
　地域のみなさんの理解と支えがあれば、高齢者も介護する家族も安心
　してまちに出て、自分らしい暮らしを続けることができます。必要なのは、
　さりげない手助けや見守り、声かけなどです。あなたのちょっとした勇気
　や優しさが地域の支え合いにつながります。

〇「虐待かも？」と思ったら
　地域包括支援センターでは、高齢者のみなさんが住み慣れたまちで安
　心して暮らしていけるよう、さまざまな職種や機関と連携して、高齢者の
　生活全体を支えています。高齢者に気がかりなことを感じたら地域包括
　支援センターまでご一報ください。

　
　高齢者虐待が生じる背景には、介護者が介護によって心身
ともに疲れて追い詰められていることが挙げられます。

か た が き

予防接種は必ず
受けよう

　厚生労働省が23年度に行った調査では、高齢者が家族などから
虐待を受けたと判断された事例が、約1万6600件にのぼっています。
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Ｖｅｒ13
幼児期⑤

問
合
先　

市
教
委
生
涯
学
習
課　

℡　

-

１
２
３
８

２６

　

前
回
、子
ど
も
に
我
慢
を
さ
せ
て
乗
り
越
え
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、つ
い
私
た
ち
は
周
囲
の

目
を
気
に
し
て
し
ま
い
、子
ど
も
の
言
う
が
ま
ま
物
を

与
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

我
慢
が
で
き
な
い
ま
ま
で
思
春
期
を
迎
え
て
し
ま
っ

た
ら
大
変
で
す
。周
囲
で
迷
惑
そ
う
に
見
て
い
る
他
人

が
何
か
を
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。我
が

子
の
教
育
は
、私
た
ち
親
、一人
ひ
と
り
に
責
任
が
あ
る
の

で
す
。だ
か
ら
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、「
う
る
さ
い
で
す
よ
ね
、

す
み
ま
せ
ん
。一
生
懸
命
我
慢
の
練
習
を
し
て
い
る
ん

で
す
」こ
う
言
え
る
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
が
、子
ど
も
は
、

そ
ん
な
お
母
さ
ん
の
姿
を
し
っ
か
り
見
て
い
ま
す
。そ
し

て
、「
あ
あ
、我
慢
し
な
き
ゃ
」と
思
う
の
で
す
。理
由

は
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、お
母
さ
ん
が
自
分
の
せ
い

で
頭
を
下
げ
る
。ご
め
ん
な
さ
いっ
て
言
う
。悲
し
い
顔

を
す
る
。こ
う
い
う
こ
と
が
、子
ど
も
に
と
っ
て
嬉
し
い

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
は
い
つ
も
、お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
自
分
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
で
、

お
母
さ
ん
が
怒
ら
れ
て
い
る
。決
し
て
、お
母
さ
ん
を

困
ら
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ

れ
を
信
じ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、「
こ
う
す
る
と
い
い
と
思
う
よ
。こ
う
し
て
い

こ
う
ね
」と
伝
え
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
で
す
。大
き
い
声

で
怒
鳴
る
、怒
る
。け
れ
ど
、そ
れ
は
子
ど
も
の
心
に
は

届
か
ず
、切
な
さ
が
残
る
だ
け
な
の
で
す
。子
ど
も
に
寄

り
添
っ
て
乗
り
越
え
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

 
行事名 開催月 講師・演題 

人権問題学習講座

 

６月 

内閣府男女共同参画推進連携会議議員、弁護士 
佐藤 倫子さん
「弁護士の視点からみた男女共同参画について

 ～日弁連での活動と日々の弁護士業務から～」
 

１０月

 

近畿大学人権問題研究所教授、社会学博士 
奥田 均さん 
「土地差別－部落問題を考える－」

 １２月

 

県教委人権・同和教育課 安河内 正広さん

 
「部落史と人権問題について」

 
人権問題夏季講演会 ８月

 

俳優 小西 博之さん 
「『日本人で良かった！』それ可笑しくない？？」  

人権トーク＆コンサート １１月

 

人権啓発バンド ナースログ
「一期一会コンサート」 

しあわせづくりのお話

 

１月

 

金万亭一門会 金万亭出臍さん・お稽古さん

 

「笑いでつくろう明るい社会」

 

しあわせづくり講演会

 

１月

 

NPO 法人香川人権研究所事務局長 喜岡 淳さん
「知って得する人権情報」

 しあわせを考えるつどい ２月 人権劇団 フューチャー 「しあわせの島」

ハートフルコンサート ２月 
伊藤 ひろしさん、田中 ゆかさん  

「心を育むトーク＆コンサート」  

 

［参加者の感想から］　
●部落問題が、今“見なされる差別”となってきているということがよくわかり、勉強になり
　ました。差別の無意味さに気付き、「つまらない」と笑いとばせる人は、とても強く、
　賢い人、自分もそうでありたいと思います。ありがとうございました。
●命の大切さを改めて感じました。大人の役割は、子どもに命の大切さを伝えたり、生
　きる希望をもたせることだと思いました。

　市では「人権尊重都市宣言」を行い、人を
大切にするまちづくりをめざしています。その
ためには、基本的人権を正しく理解し、人が
人としてお互いを認めあい、豊かな心がも
てるよう努めることが大切です。
　このことを実現していけるように、さまざま
な研修会や講演会などを実施しています。
　昨年度に行ったものを紹介します。

〜
お
母
さ
ん
に

　
　

喜
ん
で
ほ
し
い
〜

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

気
づ
い
た
時
が
出
発
点

26年度をかえりみて

人権の取り組み人権の取り組み

　たくさんのご参加ありがとう
ございました。今年度も講演会・
研修会などを実施する予定です
のでぜひご参加ください。
　広報やチラシでその都度お知
らせします。
【問合先】総務部人権推進課　℡２６－１２２７

しあわせづくりDVD上映会は9日

　心が温かくなるような、そして日常生活が元気
になるような作品を用意しています。お誘い合わ
せのうえ、ぜひおこしください。
日　　時　　４月９日（木）１３：００～１３：４５
場　　所　　人権センター大内交流館
タイトル　「家庭の中の人権 カラフル」
上映内容　 　 
　両親と人生の巣立ちのときを迎えた子どもたち
の会話を通じて、家庭の中にある人権課題を取り
上げます。「人権」に対する意識と知識が高まる
お話です。

【問合先】　総務部　人権推進課　
　　　　　TEL２6―1227

映画会

まちづくり
出前講座

℡ 26-1215
総務部政策課

総務部人権推進課
℡ 26-1227

 研修の形態 　　　　　内　　　容                     申込・問合先
①しあわせ講座    ・人権に関する１時間程度の講座
                       ・パンフレットによる「人権に関する情報提供」 
                                                                                 
②しあわせづくり　 ・人権に関する映画の上映会
       　　　　　  ・パンフレットによる「人権に関する情報提供」
　　　　　　　　・機材・教材（ＤＶＤ）の貸出しだけも可能 
③キラリ輝く       　市各課の出前講座テーマによる講座と「人
　　　　　　　　権に関する情報提供」 
                    

しあわせづくり研修会
　“あなたのしあわせづくりのために、そしてみんなのしあわせづくりのために・・・
　一緒に考えてみませんか“
　しあわせづくり研修会は、市内すべてのみなさんを対象に開催します。
　自治会、事業所、サークルなどさまざまなグループでお申し込みください。
　開催時期や内容はご希望にあわせますので、ご相談ください。
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第
１２
回
「
春
待
ち
コ
ン
サ

ト
」
が
開
か

れ
ま
し
た

子
ど
も
ら
に
本
物
の
音
楽
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と

フ
リ

ア
ナ
ウ
ン
サ

の
植
松
お
さ
み
さ
ん
の
協
力
を
得
て
開
催

地
元
出
身
の
声
楽
家
田
島
朱
季
子
さ
ん
に
よ

る
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
や
田
島
亘
祥
さ
ん
に
よ
る

ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
歌
声
と
ピ
ア
ノ
で
音
楽
の

楽
し
さ
を
子
ど
も
ら
に
伝
え
て
い
ま
し
た

最
後
は
子
ど
も
た
ち
と
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま

つ
り
」
の
大
合
唱
で
し
た

待
ち
コ
ン
サ

ト

２
月
14
日
 
引
田
公
民
館

春

分
祭

２
月
１
日
白
鳥
神
社
 

節

節
分
祭
は

年
男

年
女
が
境
内
で
豆
ま

き
を
行
う
の
が
恒
例
で

当
日
は

開
始
時

間
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
が
白
鳥
神

社
を
訪
れ
ま
し
た

年
男
ら
が
投
げ
る
福
も

ち
や
木
札
を
受
け
取
ろ
う
と
大
勢
が
手
を
空

に
伸
ば
し
て
い
ま
し
た

キ

ズ
ス
ペ

ス

も
あ
り

大
人
だ
け
で
な
く

子
ど
も
た
ち

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

２
月
６
日

７
日

と
ら
ま
る
 
 

て
ぶ
く
ろ
体
育
館

と
ら
ま
る
フ

ス
テ

バ
ル

本
大
会
は
出
会
い
と
交
流
の
場
の
提
供
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

他

県
か
ら
も
大
勢
参
加
し

熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た

１
日
目
の
夜
に
は
交
流
会
も

開
か
れ

こ
の
大
会
で
顔
な
じ
み
に
な

た

人
と
の
近
況
報
告
も
参
加
者
の
楽
し
み
の
ひ

と
つ
と
な

て
い
ま
す

２
月
７
日

８
日
 
引
田
公
民
館

引
田
公
民
館
ま
つ
り

引
田
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

多
く

の
人
が
来
館
し
ま
し
た

ホ

ル
で
は
公
民

館
講
座
の
受
講
生
ら
が
参
加
し

歌
や
踊
り

楽
器
な
ど
の
演
奏

を
披
露

こ
の
他

た
く
さ
ん
の
作
品

が
展
示
さ
れ

訪

れ
た
人
は

発
表

会
や
作
品
を
鑑
賞

し
ま
し
た２

月
８
日
 
白
鳥
児
童
館

児
童
館
ま
つ
り

「
地
域
で
支
え
よ
う
子
育
ち

子
育
て
」

を
テ

マ
に
児
童
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

ク
ラ
フ

ト
づ
く
り
や
ゲ

ム

タ

ザ
ン
ロ

プ
や

山
遊
び
な
ど
日
頃
で
き
な
い
遊
び
に
大
満
足

の
様
子
で
し
た
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引田ひなまつり
２月27日～３月3日　ひけたの古い町並み一帯

　

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
市
立
大
内
こ
ど
も
園

の
完
成
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。本
市
で
初
め
て
の

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
は
、三
本
松・誉
水

幼
稚
園
、西
町・中
筋
保
育
所
の
４
施
設
を
統
合

し
て
開
園
し
ま
す
。

　

こ
の
日
に
は
４
園
の
園
児
１
１
４
人
が
出
席

し
、園
歌
や
園
旗
を
披
露
し
、そ
の
後
園
庭
で
風

船
を
飛
ば
し
、子
育
て
施
設
の
新
た
な
拠
点
と
な

る
園
舎
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
ふ
る
さ
と
大
使
の
片
岡
憲
男
さ
ん
に

「
一
日
市
長
」を
委
嘱
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
、

部
課
長
会
へ
出
席
し
た
後
、場
所
を
変
え
た
会

議
室
で
幹
部
職
員
な
ど
へ
訓
辞
を
兼
ね
た
講
演
。

　

ま
た
、新
年
度
に
向
け
た
政
策
協
議
や
引
田

ひ
な
ま
つ
り
の
会
場
や
市
内
の
施
設
視
察
を
す

る
な
ど
精
力
的
に一日
所
長
の
職
務
を
こ
な
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、片
岡
さ
ん
か
ら
百
万
円

の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　今年は、子どもから大人まで
気品とモダンをミックスした着物
ショー「引田ガールズコレクション」
や「ご当地グルメ屋台村」も加わ
る他各種協賛出店者が積極的
に出店し、まつりを盛り上げました。
日曜日はあいにくの雨でしたが
多くの人でにぎわいました。



入
居
資
格［
ヤ
ン
グ
ハ
イ
ツ
］

●
本
市
に
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
。

●
40
歳
未
満
で
婚
姻
関
係
に
あ
る
。

（
入
居
決
定
日
よ
り
、
３
カ
月
以
内
に
婚
姻
届

を
提
出
で
き
る
人
を
含
む
）

●
そ
の
他
、
本
市
営
若
者
定
住
促
進
住
宅
条
例

な
ど
に
規
定
す
る
条
件
を
備
え
て
い
る
。

必
要
書
類　

●
入
居
申
込
書　

●
住
民
票
謄
本

●
所
得
課
税
証
明
書　

●
納
税
完
納
証
明
書

受
付
期
間　

４
月
６
日（
月
）～
17
日（
金
）

　
　
　
　
　

17
時
15
分
ま
で

受
付
場
所　

建
設
課
、
市
民
課
戸
籍
・
窓
口
、

引
田
窓
口
、
大
内
窓
口

※
申
し
込
み
者
が
多
数
の
場
合
、
公
開
抽
選
を

４
月
28
日（
火
）13
時
30
分
か
ら
市
役
所
庁
舎
南

棟
３
階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
事
業
部
建
設
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
３
０
２

　

県
農
地
機
構
は
、
農
地
の
有
効
活
用
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
農
地
を
借
り
受
け
て
、
規
模
拡

大
や
農
地
の
集
約
化
を
進
め
て
お
り
、
農
地
の

借
り
受
け
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
併
せ
て
、
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
農
地
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
市
農
林
水
産
課（
農
業
委
員
会
）ま
で
、

相
談
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】事
業
部
農
林
水
産
課（
農
業
委
員
会
）

　
　
　
　

℡
26
‐
１
３
０
３

　
　
　
　

公
益
財
団
法
人　

県
農
地
機
構

　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
３
１
‐
３
２
１
１

入
居
資
格［
共
通
］

●
住
宅
に
困
っ
て
い
る
。

●
持
ち
家
が
な
い
。

●
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
。（
世
帯
全
員
）

●
申
請
者
ま
た
は
同
居
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
。

入
居
資
格［
ヤ
ン
グ
ハ
イ
ツ
以
外
］

●
現
在
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
入
居
決
定
日
か
ら
、
３
カ
月
以
内
に
婚

姻
届
を
提
出
で
き
る
人
を
含
む
）が
い
る
。

●
離
婚
を
前
提
と
し
た
別
居
の
た
め
の
申
し
込

み
は
で
き
な
い
。

●
収
入
基
準（
世
帯
全
体
の
所
得
を
合
算
し
、

諸
控
除
額
を
差
引
い
た
月
収
額
）に
合
っ
て
い

る
。

公
営　
　

15
万
８
千
円
以
下
、
た
だ
し
裁
量
の

　
　
　
　

場
合
は
21
万
４
千
円
以
下

特
公
賃　

15
万
８
千
円
を
超
え
48
万
７
千
円
以
下

●
そ
の
他
、
本
市
営
住
宅
条
例
な
ど
に
規
定
す

る
条
件
を
備
え
て
い
る
。

申
込
期
間　

４
月
１
日（
水
）～
５
月
15
日（
金
）

申
込
方
法　

教
育
・
文
化
に
関
す
る
も
の
は
市

教
委
、
地
域
振
興
に
関
す
る
も
の
は
政
策
課
で

相
談
及
び
申
込
用
紙
の
交
付
、
受
付
を
し
ま
す
。

所
定
の
申
込
用
紙
の
他
に
、
会
則
か
定
款
、
事

業
計
画
書
、
見
積
書
を
添
付
し
提
出
。

【
問
合
先
】　

公
益
財
団
法
人
赤
澤
記
念
財
団

　
　

事
務
局　
　
　
　
　
　

℡
25
‐
２
２
２
１

　
　

市
教
委
生
涯
学
習
課　

℡
26
‐
１
２
３
８

　

子
ど
も
の
発
達
や
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み

な
ど
を
抱
え
て
い
る
保
護
者
が
集
い
、
自
由
に

お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
会
を
月
一
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

専
門
機
関
の
先
生
を
招
い
て
の
座
談
会
や
個

別
相
談
な
ど
保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
ほ
っ
と
す

る
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
会
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
、
一
人
で
参
加
が
不
安
な
人

も
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

毎
月
第
３
月
曜
日（
祝
祭
日
は
第
２
月

曜
日
）
13
時
30
分
～
15
時

場
所　

市
交
流
プ
ラ
ザ（
℡
26
‐
１
２
２
４
）

　
　
　

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

【
問
合
先
】
市
民
部
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
１

お
知
ら
せ

農
地
の
貸
借
と
希
望
者
を
募
集

赤
澤
記
念
財
団
奨
励
助
成

申
請
は
４
月
１
日
か
ら

8

募

集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集（
４
月
分
）

◎�

駐
車
場
使
用
料
２
，０
０
０
円（
１
台
／
月
額
）

共
益
費
が
必
要
で
す
。�

要
件
を
満
た
し
た
連
帯
保
証
人
１
人
と
、
家
賃

３
カ
月
分
の
敷
金
が
必
要
で
す
。

大
川
団
地
（
公
営
・
１
戸
）
／
１
階

所

在	

引
田
２
９
８
番
地

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
７
，９
０
０
～
３
５
，２
０
０
円

中
筋
団
地
（
公
営
・
１
戸
）
／
２
階

所

在	

中
筋
４
８
２
番
地
２

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

２
０
，５
０
０
～
４
０
，４
０
０
円

ヤ
ン
グ
ハ
イ
ツ
山
の
上
（
１
戸
）
／
１
階

所

在	

南
野
５
９
５
番
地
１

間
取
り	

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家

賃	

２
４
，０
０
０
円

大
川
団
地
（
特
公
賃
・
３
戸
）
／
１
階
・
２
階

所

在	

引
田
２
９
９
番
地
２
１
ほ
か

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

４
０
，０
０
０
～
５
５
，０
０
０
円

中
筋
団
地
（
特
公
賃
・
２
戸
）
／
１
階

所

在	

中
筋
４
８
２
番
地
２

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

５
０
，０
０
０
～
６
５
，０
０
０
円

帰
来
団
地
（
公
営
・
１
戸
）

所

在	

帰
来
６
５
６
番
地
１

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ（
２
階
建
て
）

家

賃	

１
２
，４
０
０
～
２
４
，５
０
０
円

山
下
団
地
（
公
営
・
２
戸
）
／
１
階

所

在	

湊
１
１
８
３
番
地
３

間
取
り	

２
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
３
，７
０
０
～
２
７
，３
０
０
円

大
栄
団
地
（
公
営
・
１
戸
）
／
１
階

所

在	

引
田
３
１
０
番
地

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
５
，５
０
０
～
３
０
，５
０
０
円

山
下
団
地
（
特
公
賃
・
２
戸
）
／
１
階
・
２
階

所

在	

湊
１
１
８
３
番
地
３

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

５
０
，０
０
０
～
６
５
，０
０
０
円

ほ
っ
こ
り
す
て
い
し
ょ
ん



○
橋
梁
整
備
事
業

　

橋
梁（
床
版
橋
を
含
む
。）の
有
効
幅
員
が
、

改
良
後
3.5
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
１
か
所
の
事
業

費
が
百
万
円
以
上
１
千
万
円
未
満
の
も
の

○
舗
装
整
備
事
業

　

道
路
の
有
効
幅
員
が
、2.0
メ
ー
ト
ル
以
上（
た

だ
し
、
住
宅
密
集
地
の
路
地
で
地
形
等
の
理
由

に
よ
り
改
良
不
可
能
な
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
。）で
、
１
か
所
の
事
業
費
が
30
万
円
以
上

５
百
万
円
未
満
で
あ
り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
ま

た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
と
す
る
も
の

○
道
路
維
持
修
繕
事
業

　

１
か
所
の
事
業
費
が
百
万
円
未
満
の
も
の

地
元
負
担
率

市
長
が
認
定
し
た
事
業
費
の
30
％
以
内
の
額

 

・
申
請
受
付
期
限　

６
月
30
日（
火
）ま
で

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
く
ら
し
ガ
イ
ド
）に
掲
載
。

【
問
合
先
】
事
業
部
建
設
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
３
０
２

　

子
育
て
、
発
達
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
生
活
、

家
族
関
係
な
ど
、
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

に
つ
い
て
の
相
談
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
、
一
緒
に
お

話
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

月
～
金　

８
時
30
分
～
17
時

場
所　

市
役
所
子
育
て
支
援
課（
電
話
相
談
ま

た
は
訪
問
も
で
き
ま
す
）

家
庭
児
童
相
談
室　

専
用
相
談
電
話

　
　
　
　
　

℡
25
‐
７な
や

み

を

８
３
０

【
問
合
先
】
　

市
民
部
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
１

　

経
営
相
談
、
創
業
・
企
業
支
援
、
金
融
相
談
、

販
路
開
拓
・
商
品
開
発
、
支
援
機
関
・
補
助
金

活
用
、
Ｉ
Ｔ
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
関
す
る
相
談
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
専
門
家
に
よ
る
、
無
料
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。（
要
予
約
）

日
時　

４
月
14
日（
火
）
９
時
30
分
～
16
時

場
所　

市
役
所
３
階
第
７
相
談
室

【
申
込
・
問
合
先
】
総
務
部
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
３
５
０

日
時　

４
月
16
日（
木
）
10
時
～
16
時

場
所　

県
弁
護
士
会
館

内
容　

面
談
に
よ
る
相
談（
１
枠
30
分
、
電
話
相

談
無
）要
予
約
。
４
月
10
日（
金
）ま
で
受
付
け

予
約
電
話
番
号
０
８
７
‐
８
２
２
‐
３
６
９
３

【
問
合
先
】
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
２
２
‐
３
６
９
３

　

香
川
大
学
教
員
や
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

に
よ
る
、
市
内
の
企
業
や
商
店
を
対
象
と
し
た

知
的
財
産
・
技
術
課
題
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
16
日（
木
）
９
時
30
分
～
12
時（
事

前
予
約
必
要
）

会
場　

市
交
流
プ
ラ
ザ　

第
５
講
座
室

【
問
合
先
】
一
般
社
団
法
人
県
発
明
協
会

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
６
９
‐
９
０
０
４

　

４
月
か
ら
生
活
全
般
に
わ
た
る
困
り
ご
と
の

相
談
窓
口
を
福
祉
課
に
設
置
し
ま
す
。

【
相
談
・
問
合
先
】市
民
部
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　

℡
26
‐
１
２
２
８　
　

26
‐
１
３
３
８

日
時　

４
月
３
日（
金
）
10
時
～
16
時

場
所　

県
庁
東
館
１
階
ロ
ビ
ー

内
容　

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
に
所
属
す
る
不

動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
不
動
産
の

価
格
や
土
地
取
引
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
問
合
先
】

公
益
社
団
法
人
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
２
２
‐
８
７
８
５

日
時　

５
月
20
日（
水
）～
１
月
13
日（
水
）

　
　
　

９
時
45
分
～
11
時
45
分

全
22
回（
基
本
毎
週
水
曜
日
祝
祭
日
を
除
く
）

会
場　

県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３
，
２
４
０
円
、

補
助
教
材
費
１
，
０
５
０
円
必
要
）

受
講
資
格　

義
務
教
育
終
了
。
講
座
、
手
話
サ

ー
ク
ル
体
験
、
聴
覚
障
害
者
協
会
行
事
に
参
加

で
き
る
人
。

定
員　

40
人　

締
切　

４
月
30
日（
木
）

申
込　

往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
受
講

会
場
を
記
入
し
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
６
１
‐
８
０
７
４　

高
松
市
太
田
上
町
４
０
５
‐
１

県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
入
門
編
」
係

【
問
合
先
】
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
６
８
‐
９
２
０
０

　
　
　
　
　
　

０
８
７
‐
８
６
８
‐
９
２
０
１

　

飼
い
犬
に
は
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は

人
に
も
感
染
し
、
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
死
亡
す
る

恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。

４
月
２
日
か
ら
各
地
区
で
実
施

日
程　

本
紙
３
月
号
と
同
時
配
布
し
た
チ
ラ
シ

参
照（
各
庁
舎
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
）

料
金　

２
，
８
５
０
円（
新
規
登
録
の
場
合
は
、

登
録
手
数
料
が
別
途
３
，
０
０
０
円
必
要
）

　

予
防
注
射
の
案
内
状
が
届
い
た
人
は
、
問
診

票
に
記
入
し
て
接
種
会
場
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

　

新
規
登
録
の
場
合
は
、
登
録
申
請
書（
チ
ラ

シ
掲
載
）を
記
入
し
て
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
市
民
部
環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
２
６

　

市
道
、
管
理
農
道
及
び
林
道
以
外
の
道
路
で

公
益
上
必
要
な
道
路
の
整
備
を
、
申
請
者
に
代

わ
り
市
が
施
行
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
受
益

者
か
ら
徴
収
す
る
事
業
で
す
。

事
業
対
象
道
路

　
受
益
戸
数
ま
た
は
受
益
者
数
が
２
以
上
で
あ
る
道
路

　

道
路
を
相
互
に
連
絡
す
る
道
路

　
（
接
続
道
路
の
幅
員
は
1.2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）

　

道
路
及
び
水
路
を
連
絡
す
る
道
路

　
（
接
続
道
路
は
0.9
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）

事
業
採
択
基
準（
新
し
く
な
り
ま
し
た
）

　

次
の
事
業
で
、
単
年
度
で
精
算
が
終
了
す
る
も
の

○
道
路
新
設
改
良
事
業

　

道
路
の
有
効
幅
員
が
、
改
良
後
3.0
メ
ー
ト
ル

以
上
で
、
１
か
所
の
事
業
費
が
百
万
円
以
上

１
千
万
円
未
満
の
も
の

9

相

談

よ
ろ
ず
東
か
が
わ
サ
テ
ラ
イ
ト

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

道
路
整
備
事
業（
分
担
金
事
業
）

地
域
で
利
用
す
る
道
路
の
整
備

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

市
家
庭
児
童
相
談
室

知
的
財
産
・
技
術
相
談
会

生
活
困
窮
者
支
援
開
始

不
動
産
鑑
定
無
料
相
談
会

講

座

手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座



【
次
回
締
切
日
】

※
投
稿
に
は
「
短
歌
」「
川
柳（
必
ず
２
句
）」「
俳
句
」
の
別
を
明
記
し
、

作
品
に
ふ
り
が
な
と
簡
単
な
解
説
を
添
え
書
き
し
て
１１
Ｐ
の
宛
先
ま
で

５
月
２５
日
（
月
）　

７
月
号
に
掲
載

10

東
か
が
わ
柳
壇
「
雑
詠
」

成
重
放
任　

選

俳
句
「
雑
詠
」

桑
島
正
樹　

選

短　
　
　

歌

松
家
満
子　

選

法
事
す
み
ひ
と
り
座
敷
の
寒
さ
か
な　
　

坂
本　

麗
子

雛
あ
ら
れ
煎
る
音
濤
の
音
の
ご
と　
　
　

市
場　

泰
輔

奔
放
に
奇
声
発
す
る
猫
の
恋　
　
　
　
　

馬
木
富
士
子

い
つ
ま
で
も
愛
着
あ
り
し
雛
人
形　
　
　

片
岡　

俊
子

作
ら
ず
に
七
草
粥
を
頂
け
り　
　
　
　
　

松
下
富
美
子

ひ
と
り
住
み
多
き
路
地
裏
花
八
ツ
手　
　

久
保
多
美
子

さ
ら

く
と
小
川
の
音
が
春
を
呼
ぶ　
　

今
井
十
四
三

主
の
無
い
屋
敷
に
梅
の
香
漂
え
し　
　
　

中
川
紀
代
美

ピ
ラ
カ
ン
サ
重
た
き
ほ
ど
の
実
を
つ
け
て　

田
村
と
し
み

結
ひ
み
く
じ
風
に
吹
か
れ
て
冴
返
る　
　

稲
田
ひ
ろ
し

鳥
語
降
る
寺
苑
の
木
々
の
芽
吹
き
急　
　

藤
澤　

道
彦

風
光
る
裸
婦
像
空
へ
胸
を
反
る　
　
　
　

豊
浦
富
美
子

蒼
天
に
白
き
残
月
春
寒
し　
　
　
　
　
　

銭
谷
知
恵
子

春
寒
や
山
湖
に
映
る
根
な
し
雲　
　
　
　

工
藤　

有
華

薄
氷
の
沼
の
真
昼
の
闇
深
し　
　
　
　
　

岩
崎
千
賀
子

紅
梅
の
蕾
ほ
こ
ろ
ぶ
庭
温
し　
　
　
　
　

木
村　

篤
秀

藪
椿
瑠
璃
の
山
湖
に
影
落
と
す　
　
　
　

河
井　

友
紀

月
に
添
ふ
赤
き
星
あ
り
春
隣　
　
　
　
　

丸
山　

紗
代

山
鳩
の
遊
ぶ
山
肌
寒
戻
る　
　
　
　
　
　

水
口　

杏
名

春
寒
し
朝
日
を
背
な
に
受
け
て
立
つ　
　

田
中
千
壽
子

風
花
と
な
り
て
亡
き
猫
戻
り
来
ぬ　
　
　

冨
田　

孝
子

お
返
し
の
器
に
入
れ
し
花
菜
漬　
　
　
　

橋
本　

郁
美

舞
初
の
扇
に
手
足
目
覚
め
け
り　
　
　
　

中
川　

千
代

障
子
開
け
光
の
春
を
招
き
入
れ　
　
　
　
　

島
ヒ
サ
エ

水
仙
に
細
き
雨
降
る
七
七
日　
　
　
　
　

永
峰　

紀
子

通
ひ
来
る
鳥
影
揺
ら
ぐ
春
障
子　
　
　
　

古
川　

恵
子

親
馬
鹿
の
賀
状
貰
ひ
て
至
福
な
り　
　
　

下
地　

静
江

ゆ
っ
た
り
と
野
焼
の
煙
空
へ
伸
び　
　
　

中
嶋
美
喜
榮

寒
風
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
北
斗
冴
ゆ　
　

吉
野
さ
く
ら

春
の
陽
を
浴
び
て
撫
牛
つ
や
や
か
に　
　

永
峰　
　

伸

冬
日
和
電
話
の
子
機
を
磨
き
を
り　
　
　

柿
谷　

幸
子

背
伸
び
し
て
指
の
先
ま
で
春
う
ら
ら　
　

宮
脇　
　

敏

き
ら
め
き
が
春
浅
き
川
流
れ
を
り　
　
　

桑
島　

充
恵

病
む
老
に
親
指
ほ
ど
の
雑
煮
餅　
　
　
　

林　

ひ
じ
り

さ
く
ら
さ
く
春
が
来
た
よ
ね
あ
っ
た
か
い　

中
川　

裕
太

記
憶
書
く
メ
モ
を
探
し
て
数
時
間　
　
　

若
生　

祥
子

愛
犬
が
日
差
し
求
め
て
移
動
す
る　
　
　

田
中　

孝
一

石
こ
ろ
に
つ
ま
づ
き
友
は
年
齢
と
言
う　

今
井
十
四
三

喜
び
を
先
取
り
賽
銭
册
に
す
る　
　
　
　

片
岡　

俊
子

祝
い
酒
親
娘
で
交
わ
す
三
ヶ
日　
　
　
　

定
岡
ト
モ
ヱ

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
タ
カ
タ
ゆ
れ
る
よ
一
年
生　

中
川
紀
代
美

ち
ら
し
寿
司
梅
の
蕾
を
そ
っ
と
置
く　
　

長
町
サ
ヱ
コ

お
年
玉
孫
か
ら
も
ら
い
貯
金
す
る　
　
　

松
下
富
美
子

オ
ー
イ
お
茶
ハ
イ
と
目
が
覚
め
夫
忌
日　

久
保
多
美
子

出
産
は
女
子
で
安
産
祖
母
み
く
じ　
　
　

坂
本　

麗
子

ま
だ
ま
だ
と
夢
追
い
か
け
る
八
十
路
き
て　
　

尾
い
さ
む

動
く
た
び
寅
刈
り
に
な
る
孫
の
髪　
　
　

辻
上
よ
し
み

異
物
混
入
み
ん
な
言
わ
な
い
だ
け
で
す
よ　

山
上　

幸
子

古
希
す
ぎ
て
齢
を
感
ず
る
事
ば
か
り　
　

馬
木
富
士
子

春
一
番
吹
く
頃
孫
の
バ
ー
ス
デ
ィ
ー　
　

山
崎
は
つ
恵

明
日
か
ら
夢
が
始
ま
る
ラ
ン
ド
セ
ル　
　

野
崎　
　

勝

振
り
上
げ
た
拳
が
解
け
る
青
い
空　
　
　

田
中　
　

弘

命
綱
年
金
又
も
細
く
な
る　
　
　
　
　
　

川
崎
ひ
か
り

順
調
に
老
化
し
て
居
て
日
々
平
和　
　
　

清
川　

玲
子

ど
ん
底
を
二
人
で
押
し
た
火
の
車　
　
　

原　
　
　

賢

寒
行
や
菩
薩
を
背
負
ふ
僧
七
人　
　
　
　

永
峰　

鈴
代

淡
々
と
煙
る
山
肌
春
近
し　
　
　
　
　
　

浜
野　

加
代

縄
跳
び
や
早
春
の
風
回
し
跳
ぶ　
　
　
　

高
嶋　

桂
子

早
春
や
友
に
便
り
を
書
い
て
み
む　
　
　

橋
本　

時
子

猪
年
の
我
も
猪
喰
ふ
炉
端
か
な　
　
　
　

松
本　
　

環

先
見
え
ぬ
こ
れ
で
良
い
の
か
年
惜
し
む　

小
西
忠
三
朗

五
箇
山
の
雪
の
声
聞
く
暮
し
か
な　
　
　

祖
父
江
寛
美

西
南
西
向
き
て
立
春
搾
り
の
む　
　
　
　

瑞
田　

笙
子

薄
白
き
水
を
重
ね
て
紙
を
漉
く　
　
　
　

鍋
嶋　

零
子

選
者
吟

年
の
豆
拾
ひ
や
す
き
へ
福
は
内　
　
　
　

桑
島　

正
樹

一
本
の
タ
バ
コ
を
二
人
で
の
み
し
戦
友
と

　

永
遠
に
別
れ
し
七
十
年
過
ぐ　
　
　
　

今
井
十
四
三

我
が
命
医
師
に
預
け
む
明
日
朝
の

　

手
術
の
成
功
を
祈
り
胸
撫
づ　
　
　
　

長
尾　

桂
子

父
を
訪
え
ば
セ
ピ
ア
色
し
た
写
真
み
せ

　

得
意
げ
に
言
う
ハ
ン
サ
ム
だ
っ
た
と　

馬
木
富
士
子

亡
き
夫
と
歩
む
た
び
わ
れ
が
先
に
な
り
し

　

事
思
い
出
す
今
日
七
回
忌　
　
　
　
　

坂
本　

麗
子

紅
葉
敷
く
城
の
山
辺
を
踏
み
し
め
て

　

女
郎
島
へ
友
を
い
ざ
な
う　
　
　
　
　

三
谷　

速
人

外
国
へ
旅
立
ち
し
子
に
薄
氷
を

　

踏
む
心
地
し
て
再
会
を
待
つ　
　
　
　

若
生　

祥
子

パ
ソ
コ
ン
の
勉
強
会
に
行
く
夫
の

　

背
に
ど
こ
と
な
く
活
気
み
な
ぎ
る　
　

山
上　

幸
子

新
し
く
道
の
出
来
桜
切
ら
れ
て
も

　

私
の
心
の
な
か
に
咲
き
つ
ぐ　
　
　
　

松
下
富
美
子

制
服
の
胸
の
ボ
タ
ン
を
く
だ
さ
い
と

　

言
わ
れ
た
の
は
そ
う
遠
い
昔
だ　
　
　

野
崎　
　

勝

薄
日
さ
す
ま
ん
の
う
の
里
に
顔
を
出
す

　

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
優
し
き
色　
　

長
町
サ
ヱ
コ

春
水
の
流
れ
に
草
木
ほ
こ
ろ
び
て

　

わ
れ
の
手
足
の
軽
や
か
と
な
る　
　
　

片
岡　

俊
子

外
国
へ
旅
立
ち
し
子
に
薄
氷
を

　

踏
む
心
地
し
て
再
会
を
待
つ　
　
　
　

若
生　

祥
子

パ
ソ
コ
ン
の
勉
強
会
に
行
く
夫
の

　

背
に
ど
こ
と
な
く
活
気
み
な
ぎ
る　
　

山
上　

幸
子

新
し
く
道
の
出
来
桜
切
ら
れ
て
も

　

私
の
心
の
な
か
に
咲
き
つ
ぐ　
　
　
　

松
下
富
美
子

制
服
の
胸
の
ボ
タ
ン
を
く
だ
さ
い
と

　

言
わ
れ
た
の
は
そ
う
遠
い
昔
だ　
　
　

野
崎　
　

勝

薄
日
さ
す
ま
ん
の
う
の
里
に
顔
を
出
す

　

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
優
し
き
色　
　

長
町
サ
ヱ
コ

春
水
の
流
れ
に
草
木
ほ
こ
ろ
び
て

　

わ
れ
の
手
足
の
軽
や
か
と
な
る　
　
　

片
岡　

俊
子

足
引
き
の
秋
葉
の
山
の
朝
ぼ
ら
け

　

火
災
無
し
の
願
掛
け
る
背
あ
り　
　

森
田　

武
雄

満
開
の
杏
の
花
は
散
り
そ
め
し

　

今
年
も
来
ま
し
た
春
一
番　
　
　
　

中
川
紀
代
美

選
者
詠

水
底
の
小
石
に
二
月
の
陽
ざ
し
光
り

　

川
瀬
を
流
る
る
水
音
す
が
し

軸
吟

桜
に
も
匂
い
が
あ
れ
ば
す
ご
か
ろ
う　
　

成
重
放
任

42015

と　

も

と　

わと

じ
ょ
ろ
う
じ
ま

と
つ
く
に

わ
ざ
わ
い

２
月
の
事
故
な
ど
の
件
数

東
か
が
わ
市
管
内
の
事
故
な
ど
の
発
生
件
数

※
（　

）
内
は
１
月
か
ら
の
累
計

人
身
事
故　
　

１７
件　

（
２８
件
）

　

う
ち
死
亡　

０
件　

（
０
件
）

救
急　
　

１
２
５
件　

（
３
２
３
件
）　

火
災　
　
　
　

３
件　

（
４
件
）

善
意
の
贈
り
物

一
般
寄
付

　

次
の
方
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
（
敬
称
略
）

引
田　

笠
井
ヒ
ロ
子

ふ
る
さ
と
納
税

大
阪
府　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

陽
子

東
京
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川　
　

隆

東
京
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸　
　

甲
介

静
岡
県　
　
　

（
有
）
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
イ
カ
イ

大
阪
府　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
谷　

節
子

群
馬
県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
久
保
重
智

千
葉
県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

光
雄

鹿
児
島
県　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

拓
哉

東
京
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

里
奈

東
京
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
比
谷
二
朗

北
海
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘
入　

正
樹

千
葉
県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
高　

幹
夫

東
京
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

亮
太

東
京
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

剱
持　
　

元

沖
縄
県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
井
千
代
子

大
阪
府　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
垣　

剛
志

千
葉
県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

静

北
海
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
岡　

秀
和

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
公
表
承
諾
者
の
み
）



八
田　
　

竹　

次　

（
８７
）　

引　

田

林　
　
　

重　

春　

（
９２
）　

白　

鳥

片
山　
　

小　

治　

（
７２
）　

三
本
松

安
倍　
　

ク
メ
ヱ　

（
１０１
）　

大　

谷

岡
田　
　

正　

勝　

（
６５
）　

白　

鳥

寺
澤　
　

ク
ニ
ヱ　

（
８５
）　

水　

主

板
坂　
　

明　
　
　

（
８５
）　

東　

山

広報はおたよりを募集しています。「文芸コーナー」「投稿ニュース」「ちょっ
とギャラリー」「ＫＩＤＳ！キッズ！ＫＩＤＳ！」各係宛まで

【宛　先】〒769-2792　（住所記載不要）市役所総務部政策課　広報東かがわ○○係
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●紙面の都合で、お寄せいただいた原稿を掲載できない場合があります。ご容赦ください。
●配布について不備のあった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。
　四国新聞販売株式会社　TEL 087－833－4590　  総務部政策課　TEL 26－1215

今月のテーマは

「出会い」
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４月６日（月）
５月７日（木）

●５月号「衣替え」
●６月号「ジューンブライド」

辻　
　
　

崇
太
朗
（
男
）　

健　
　
川　

東

川
北　
　

十　

誠
（
男
）　
博
之　

水　

主

松
岡　
　
　

廉　

（
男
）　
裕
一　

引　

田

入
口　
　

翔　

琉
（
男
）　
拓
樹　

川　

東

川
口　
　

初　

嘉
（
女
）　
修
平　

松　

原

大
森　
　

隆　

星
（
男
）　
智
也　

中　

筋

六
車　
　

夢　

飛
（
男
）　
愛　
　

三
本
松

三
宅　
　

陽　

葵
（
女
）　
政
広　

黒　

羽

安
冨　
　
　

哩　

（
女
）　
元
宏　

三
本
松

岩　
　
　

大　

和
（
男
）　
和
彦　

三
本
松

板
坂　
　

美　

和
（
女
）　
康
平　

南　

野

田
中　
　

ひ
ま
り
（
女
）　
慎
馬　

引　

田

古
川　
　

星　

絆
（
男
）　
範
行　

引　

田

竹
田　
　

実　

礼
（
女
）　
明
史　

三
本
松

橋
本　
　

菜　

花
（
女
）　
良
和　

松　

原

六
車　
　

明
日
香
（
女
）　
健
太　

馬　

篠

「
お
め
で
た
」
「
お
く
や
み
」
欄
の
掲
載
を
希

望
す
る
場
合
は
、
『
掲
載
申
込
書
』
を
各
庁
舎

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
申
込
書

提
出
月
の
翌
々
月
号
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
総
務
部
政
策
課

26

1
2
1
5

TEL

津
野　
　

豊　

子　

（
８７
）　

町　

田

木
村　
　
　
　

子　

（
１０６
）　

松　

原

佐
々
木　

周　

治　

（
８３
）　

松　

原

田
村　
　

ナ
ツ
子　

（
８２
）　

引　

田

　

尾　
　

義　
　
　

（
８８
）　

白　

鳥

岸
野　
　

ス
ル
ヱ　

（
９０
）　

松　

原

冨
田　
　
　
　

元　

（
８５
）　

白　

鳥

木
村　
　

良　

一　

（
８０
）　

落　

合

稲
井　
　

サ
ツ
キ　

（
８４
）　

松　

原

野
口　
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　栄国寺つばき祭りで、毎年恒例
のこま回し大会が開催されました。
ボランティアグループこま犬会が
主催し、今年で１９回目。子どもか
ら大人まで約５０人が参加し、一般
と子どもに分かれ、規定と自由の
部で、こまが止まるまでのタイム
を競います。小学生以下の自由の
部では、水口翔太君が３分２０秒で
初優勝を飾りました。

　湊川の土手沿いには、およそ
８０本の河津桜が咲き誇っていま
す。一足早く春の訪れを告げる可
愛らしい桜で道沿いはピンク色に
染まっています。この桜を見ると
春が来たなと感じるし、元気が出
てきます。市内のあちらこちらで
春の花が咲き始め、次は芝桜かと
今から楽しみです。
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　４月３日（金）9：00～

　生活研究の店「年輪」

　市内産の旬の野菜や加工食品の販売、うどんの振る舞

いなどがあります。

　事業部農林水産課　　26ｰ1303

　４月８日（水）10：00～15：00

　譽田寺本坊

　花御堂を飾り、甘茶の接待があります。

　譽田寺　　25ｰ4726

　４月12日（日）9：00～15：00

　譽田寺本坊

　本席：武者小路千家　藤本敦子社中

　副席：石州流讃岐清水派　ゆずり葉の会

　当日券あり１枚（２席）千円

　譽田寺　　25ｰ4726

　４月12日（日）9：00～15：00

　徳島県立いきものふれあいの里　

　角探しのあと神山のしだれ桜を楽しむ（飲物、弁当持

参　防寒・山歩きの服装）マイクロバス定員になりしだ

い締切

　大人500円　子ども300円　３歳以下無料

　遊びの根っこ研究所　長松さん　　090ｰ4039ｰ3223

　４月12日（日）10：00～15：00

　誉田八幡宮拝殿前特設会場

　八重桜の下で、子どもたちによるお茶会を開催（雨天

時は社殿にて行います）

　誉田八幡宮　宮司　坂東さん　　33ｰ3827

　４月29日（水）総　会　13：00～14：00
　　　　　　　　講演会　14：15～15：15

　市交流プラザ　多目的ホール

　演題「子どもを台所に立たせよう」

　講師　竹下和男さん

　交流プラザ　　26ｰ1224　誉水公民館　　25ｰ2142　

　引田公民館　　33ｰ2533　大内公民館　　24ｰ0945

　交流プラザでは、のど自慢大会の出演者を募集してい

ます。本市在住者か在勤者であれば、どなたでも参加で

きます。歌やパフォーマンスの発表の場としてぜひ参加

ください。

　６月14日（日）開演13：30

　４月20日（月）17：00

　※申込多数の場合は、５月17日（日）に予選会を実施し

ます。

募集人数　30組

　交流プラザ　　26ｰ1224

◆珈琲＆ギャラリーパルコ

　海里の教室展

　３月29日（日）～４月17日（金）

　引田在住の佐野文彦さん、さぬき市の坂口時男さん、

三木町の元山幸子さんの３人による水彩画作品展

　風景、人物、静物など30点

　同ギャラリー　　24ｰ2483

http://www.parco.sakura.ne.jp/

◆芝桜園　芝桜冨士と笑顔いっぱい普段着の絵手紙展

　４月10日（金）～５月10日（日）

　帰来　芝桜園

　市プラザ教室のメンバーによる四季折々の花をモチー

フにした絵手紙とさぬきパワースポット白鳥神社スケッ

チ絵手紙など200点

　普段着の絵手紙サークル代表　川根さん

　 25ｰ4260



マグカップスープ
調理時間　10分

　レンジで作る簡単スープ、火の通りやすい材料を使
うことで手軽に作れます。

３月１日現在常住人口
12,782世帯
31,345人
14,874人
16,471人

世帯数
総人口
男
女

（　）内は前月比

２月中の異動
転入
出生

転出
死亡

61人
17人

71人
36人

（ｰ10世帯）
（ｰ29 人 ）
（ｰ12 人 ）
（ｰ17 人 ）

東かがわ市 人の動き

レタス

ミニトマト

ベーコン

コンソメ顆粒

水

１枚

　　　２個

１/２枚

小さじ１/２

150㏄

つるわクリニック（さぬき）
太田病院（三本松）
江﨑医院（さぬき）
佐藤歯科医院（松原）
なの花薬局つるわ店（さぬき）
三本松調剤薬局（三本松）
ホワイト薬局（さぬき）

宇田整形外科医院（白鳥）
古川医院（馬宿）
陶山医院（さぬき）
兼松歯科医院（三本松）
あいおい薬局（馬宿）
ひだまり調剤薬局（さぬき）

太田病院（三本松）
奥谷医院（三本松）
小田内科医院（さぬき）
高橋歯科医院（さぬき）
三本松調剤薬局（三本松）

みさごクリニック（引田）
桑島内科医院（三本松）
大松内科医院（さぬき）
水野歯科（さぬき）
松村薬局本店（湊）

さぬき市民病院（さぬき）
近藤内科クリニック（町田）
中川内科医院（さぬき）
なの花薬局大川店（さぬき）
NPにぶ調剤薬局（町田）

42ｰ0170
25ｰ2673
087ｰ894ｰ0001
25ｰ7270
42ｰ1288
24ｰ3300
087ｰ814ｰ2772

25ｰ4328
33ｰ7300
43ｰ3008
25ｰ3468
23ｰ8533
43ｰ1755

25ｰ2673
25ｰ4478
087ｰ894ｰ0305
087ｰ894ｰ3388
24ｰ3300

33ｰ3900
25ｰ0771
087ｰ895ｰ1256
43ｰ1114
24ｰ0521

43ｰ2521
26ｰ3331
087ｰ894ｰ1253
43ｰ2589
26ｰ3255

４月５日

４月12日

４月19日

４月26日

４月29日

簡単レシピで一品プラス簡単レシピで一品プラス

① レタスはマグカップに入れやすい大きさにちぎり、ミ

　 ニトマト、ベーコンは食べやすい大きさに切っておく。

② マグカップにすべての材料を入れてラップをしレンジ

　 600ｗで２分ほど加熱する。

　 ※マグカップが熱くなっているので気をつけましょう。

（１人分）

※休日当番病医院・薬局は予告なく変更することがありま
　すので受診前に担当医または下記までご確認ください。
大川地区医師会

さぬき市民病院

9:00～17: 00

19: 30～23: 00

42ｰ3424

43ｰ2521（代表）
大川地区小児夜間救急医療

　アダルトサイトの年齢認証画面でクリックすると
突然会員登録になり、高額な料金を請求されたとい
うワンクリック請求。突然の請求でパニックになっ
てしまい、ネットで見つけた相談窓口に電話し、さ
らにお金を請求されたという相談もあります。
　ワンクリック請求に遭ったときは、慌てずに無視
することが重要です。インターネットでの検索結果
には「広告」も含まれるので、ネットで相談窓口を
探すときには、行政の相談窓口と類似の名称を用い
た広告等に注意しましょう。不安なときは、消費生
活センターへ相談してください。

ワンクリック請求は冷静に

【県消費生活センター】

【東讃県民センター】

消費生活相談専用
多重債務・ヤミ金

087ｰ833ｰ0999
087ｰ834ｰ0008
42ｰ1200

【市総務部  総 務 課】 26ｰ1214

消 費 生 活 に 関 す る 相 談

■４月１日から診療時間が変わります
　大川地区小児夜間急病診察室は、大川地区内や近
隣の小児科医、内科小児科医及び香川大学医学部附
属病院の小児科医が交代で診療していますが、慢性
的な医師不足により医師確保が困難なことなどの事
情により、４月１日から診療時間を変更させていた
だきます。
診療時間　毎日19時30分から22時まで（21時45分ま
でに窓口で受付を済ませてください）
対象者　中学生以下の急病患者が対象です。ただし、
切り傷や骨折などの外科的処置が必要な場合は、対
象外となりますのでご注意ください。
小児夜間急病診察室にかかる前に！!
「かかりつけ医」を持ちましょう。
病気に適切に対処するためには、安心して相談でき
る「かかりつけ医」を持つことをお勧めします。
　大川地区小児夜間急病診察室　 43ｰ2521（さぬき
市民病院）



〈市民課〉

〈総務課〉
行政相談
（引田公民館・市役所・人権センター大内交流館）

〈人権推進課〉
人権相談
（市役所・人権センター大内交流館）

〈子育て支援課〉
家庭児童（女性）相談
（巡回：大内交流館）
（常設） 【専用】

〈保健課〉
年金相談

健康・栄養なんでも相談
（栄養相談は要予約）　
※開設日以外でも予約で随時実施

保健センター（各曜日）
引田　　　　白鳥　　　 大内

（骨密度測定は白鳥のみ　※治療中でない人）

妊産婦乳幼児健康相談（妊産婦就学前対象）

育児サークルのびのび
（白鳥保健センター）

精神障がい者集いの場
（白鳥保健センター）

※要治療

市役所庁舎・出張所
総務課
（危機管理室）
政策課
税務課
人権推進課
商工観光課
（ふるさと就職推進センター）

市民課
　引田窓口
　大内窓口
　福栄出張所
　五名出張所
福祉課
子育て支援課
保健課
地域包括支援センター
環境衛生課
農林水産課
建設課
上下水道課
土地対策課
学校教育課
生涯学習課
会計課
議会事務局
監査委員事務局

26ｰ1214
26ｰ1235
26ｰ1215
26ｰ1216
26ｰ1227
26ｰ1350

26ｰ4145
26ｰ1111
33ｰ2500
25ｰ2111
27ｰ2101
29ｰ2001
26ｰ1228
26ｰ1231
26ｰ1229
26ｰ1261
26ｰ1226
26ｰ1303
26ｰ1302
26ｰ1304
26ｰ1305
26ｰ1237
26ｰ1238
26ｰ1217
26ｰ1219
26ｰ1223

（月） （火） （木）

  9 : 00～11: 00

 9: 00～11: 00

15: 00～17: 00

10: 00～15: 00

9: 00～12: 00

9: 30～11: 00

10: 00～11: 30

9: 30～11: 30

25ｰ7830 　　休日窓口開庁（白鳥窓口）
　　第１・３日曜
※業務内容は事前にご確認ください

〈白鳥児童館〉

ちびっこのつどい

おもちゃ図書館

読み聞かせ会ボランティア
「こむこむ」

〈まつばら児童館〉

読み聞かせ会ボランティア
「コスモス」

〈とらまる図書館〉
お話会「こそあど」

10: 00～11: 30

10: 00～11: 30

10: 00～10:30

11: 00～11: 30

11: 30～12: 00

8: 30～17: 15

25ｰ6467

25ｰ2837

25ｰ0696
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2524

3026 27 28 29
１歳６カ月児健診

11カ月児健診

（まつばら）

昭和の日

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　大内）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　白鳥）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　引田）

（白鳥）

〈福祉課〉
身体障がい者相談

精神障がい者相談

知的障がい者相談

視覚障がい者相談

手話通訳設置日（要予約）

10: 00～12: 00

10: 00～12: 00

13: 00～16: 00

10: 00～12: 00

26ｰ1338

市民生活相談（常設）

（市交流プラザ）

（大内公民館）



http://hksz.or.jp/
大内スポーツセンター
白鳥スポーツセンター
引田スポーツセンター

24ｰ1810
24ｰ1522
33ｰ7163

レディースデー　毎週金曜日
　女性のお客様にエサ券500円プレゼント
夫婦の日　４月22日（水）
　夫婦、男女のカップルに粗品進呈
子ども無料デー　４月25日（土）
　保護者同伴の子どもは釣り料金無料（中学生以下）

※使わなくなった鯉のぼりをご寄附ください。安戸池
　の大海原に泳がせます。

とらまるパペットランド
月曜 25ｰ0055
info@toramaru.or.jphttp://www.toramaru.jp

http://www.saltlake-hiketa.co.jp/
㈱ソルトレイクひけた 33ｰ28007: 00～16: 00

http://www.hnt.or.jp/
讃州井筒屋敷 水曜
市ニューツーリズム協会

23ｰ8550
23ｰ8557

http://www.higashikagawa-library-unet.ocn.ne.jp
月曜（祝日の場合翌日）・毎月末日

9:00～17: 00
25ｰ0696

無料
火曜（祝日の場合翌日）

33ｰ2030
９：00～17：00

　春は草木が芽吹き、暖かくなりますが、花粉も増え、
４月が新たな門出となる人は不安も多いのではないでし
ょうか。自然…心に抱える不安…皆さんはどう向き合っ
ていくのでしょうか。今回は、その手助けになれそうな
本を選んでみました。

★『花粉症がラクになる』赤城　智美、吉村　史郎／著
　春と言えば多くの人たちを困らせる花粉症。そんな花
粉症の基礎や、対処方法を知ると、上手に付き合ってい
けるのではないでしょうか。

★『学校のまわりの植物ずかん①』
　おくやま　ひさし／文・写真
　春になると、様々な植物が実ります。身近な場所にあ
る植物を探してみませんか？

★『学校って何』小沢　牧子／著
　４月は新入生になったり、新学年が始まる時期で、心
も不安定になりやすい…そんな中だからこそ、「不登校」
の視点で、「学校」という場を見つめ直してみませんか？

「讃岐国府跡を探る５」
県埋蔵文化財センターふるさと展示
　県埋蔵文化財センターが実施している讃岐国府跡探索
事業の成果報告を紹介しています。
期間：開催中～５月17日（日）

○リサイクル本の無償提供
　保管期間が過ぎた雑誌や破損などにより貸出できない
図書を提供します。
　事前の予約は受け付けていませんので、期間中図書室
にお越しください。
期間：４月１日（水）～４月30日（木）
冊数：１人につき一般書・児童書あわせて10冊、雑誌３冊
　　　まで

◆人形劇場とらまる座　　600円（３歳未満は無料）
○とらまる人形劇団（岡山県）
　「なんにも仙人」・他
　４月12・19・26（日）・29日（水祝）  
　各13：30～

◆人形劇ジュニアクラブ創立＆
　チームメイト募集のご案内
　27年度、とらまるパペットランドでは、中学生を中
心とした人形劇チームを創立します。
　人形劇の創作・上演に興味のある元気な中学生を大
募集中！
募集期間：４月15日まで（以降も随時受付可）
　25ｰ0055
　とらまるパペットランド　人形劇ジュニアクラブ

◆ゴールデンウィークイベント　予告案内
　５月２～６日（土～水祝）
人形劇特別公演、子どもの日プレゼントなど

◆「五名で遊ぼう！春の五名を歩こうハイキング」
４月25日（土）10：00～12：00
定員：30名　　　400円（お菓子付）
山歩きできる服装

　引田パークゴルフ場無料体験会
　４月２日（木）9：00～11：30
　引田スポーツセンター　引田パークゴルフ場
　無料（クラブ、ボール無料貸し出し）
　とらまる公園テニスクラブ
　４月～４週４回１クール
　（曜日、時間は相談の上決めます）
　 9：00～22：00までの間、１～２時間（要相談）
　とらまる公園テニスコート　とらまる　てぶくろ体育館
　 1,600円４週４回分（保険料含む）　４～10人
　対象　小学生～　初心者～
　体にやさしい ソフト ヨーガ教室
　４月２・16日、５月７・21日、６月４・18日（木）
　 14：00～15：00
　白鳥中央公園内　しろとり研修センター
　 4,200円　　15人


